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市議会だよりの市議会だよりの
表紙写真を表紙写真を募集募集しますします　　
魅力あふれる「倉敷」を写真におさめて魅力あふれる「倉敷」を写真におさめて
応募してみませんか？応募してみませんか？

表紙写真の募集案内 表紙写真の募集案内             Ｐ２Ｐ２    
特 集特 集

！！　　

タイトル：タイトル：
コメント：コメント：

　撮影者：　撮影者：

「成長のスカイサイクル」「成長のスカイサイクル」
小さい時は怖かったスカイサイクル。小さい時は怖かったスカイサイクル。
大きくなって勇気を振り絞ったら楽し大きくなって勇気を振り絞ったら楽し
かったスカイサイクル。かったスカイサイクル。
aco　様aco　様

10 月 26 日～ 10 月 28 日の応募作品です☆彡
今回は短い期間での募集となりましたが、
たくさんのご応募ありがとうございました。



２２

あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。
市内のイベント、風景など、倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。
採用になった作品は、「市議会だより」表紙に掲載させていただきます。

倉敷市議会事務局　議事調査課　TEL：086-426-3706
〈お問い合わせ先〉

表表 紙紙 写写 真真 のの 募募 集集 案案 内内
表紙写真を募集します！！　あなたのお気に入りの１枚を送ってください。表紙写真を募集します！！　あなたのお気に入りの１枚を送ってください。

・１回の応募につき、作品は１人１点まで。
・応募者本人が倉敷市内で撮影した写真のうち、未発表で他のコンテスト等への
  応募をしていないもの。
・第三者の肖像権、プライバシーを侵害しないオリジナル作品。
・第三者の顔が鮮明に写っている場合などは、あらかじめ第三者の了承を得ていること。
・その他、下記の「●注意事項」をご参照ください。

●応募条件

・倉敷市在住、在勤、在学の方
●応募資格

（１）応募者氏名（ペンネームを希望される場合も連絡先と氏名が書いてあることが必要です。）
（２）電話番号　（３）撮影場所　（４）作品タイトル　（５）作品へのコメント（※任意　50 文字以内）
を明記の上、写真データ（目安１ＭＢ～ 10 ＭＢ）を提出してください。
メールの場合・・・必要事項を入力の上、写真データを

cins-chosa@city.kurashiki.okayama.jp までお送りください。
郵送の場合・・・写真データを記録したＣＤ－Ｒ等の記録メディアに、必要事項を記入した紙を添えて、

〒 710-8565　倉敷市西中新田 640　倉敷市議会事務局議事調査課宛に郵送してください。
※記録メディアは返却しませんので、ご了承ください。

※必ず写真データで提出をお願いします。現像したものや印刷したものなどで提出の場合は掲載できません。

●応募方法

令和３年３月１日発行の市議会だよりの表紙に掲載します。
※次回の表紙写真募集は３月１日からを予定しています。

令和２年12月１日（火）～令和３年１月20日（水）
●募集期間

・ご応募いただいた写真データ等は返却しませんのでご了承ください。
・第三者の権利（肖像権、著作権など）を侵害する作品は応募できません。
・応募作品で使用する被写体および著作物の肖像権などについては、応募者の責任で、すべての被写体および
  原著作者などの使用許諾承認を得た上で応募してください。
・応募作品について第三者から権利侵害に関する申し入れをなどがあった場合には、応募者がすべての責任を
  負うものとします。
・採用された写真は、トリミング等の加工をさせていただく場合がありますのでご注意ください。
・ご応募いただいた写真データは、無償で倉敷市が使用することを承諾したものとします。
・ご応募いただいた作品は、１年間、選定対象として保存させていただきます。
・採用作品の発表は、紙面への掲載をもってかえさせていただきます。

●注意事項



水
害
伝
承
館
の
設
置
を
求
め
る

　

豪
雨
災
害
の
貴
重
な
記
録
を
日
本

全
土
で
共
有
し
、
情
報
発
信
す
る
こ

と
は
被
災
地
の
務
め
で
あ
る
。
全
国

で
災
害
に
ま
つ
わ
る
教
訓
を
後
世
へ

伝
承
す
る
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
被

災
の
記
録
を
保
存
、
展
示
す
る
伝
承

館
の
創
設
は
、
市
と
し
て
重
要
な
施

策
と
確
信
す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市市　
災
害
関
係
資
料
の
展
示
方
法
や

展
示
場
所
を
総
合
的
に
検
討
し
た
い

　

災
害
の
記
録
を
後
世
に
伝
え
、
防

災
・
減
災
対
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
重
要
で
あ
る
。
平
成
30
年
７
月

豪
雨
な
ど
の
災
害
関
係
資
料
を
防
災

教
育
な
ど
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

展
示
物
の
選
定
、
展
示
方
法
、
展
示

場
所
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。
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防
災
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
民
間

施
設
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
を

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た

ア
パ
ー
ト
を
、
国
の
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
、
避
難
所
機
能
付
き
共
同
住

宅
と
し
て
再
生
整
備
し
た
事
例
が
あ

る
。
そ
う
し
た
防
災
拠
点
を
増
や
す

た
め
、
避
難
し
や
す
い
仕
様
に
新
築
、

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
民
間
施
設
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
て
は
。

市市　
資
機
材
の
提
供
な
ど
を
検
討

す
る

　

避
難
場
所
の
増
加
を
目
指
し
た
具

体
的
な
話
し
合
い
を
企
業
、
団
体
と

進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
積
極
的
に

協
力
を
依
頼
し
、
避
難
場
所
の
確
保

に
努
め
る
。
ま
た
、
民
間
企
業
な
ど

か
ら
避
難
場
所
な
ど
の
提
供
を
受
け

る
場
合
は
、
今
後
、
資
機
材
の
提
供

な
ど
を
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

子
育
て
世
帯
向
け
の
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
、
避
難
予
定
先
を

記
入
す
る
カ
ー
ド
の
作
成
を

　

市
が
作
成
中
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
、
子
育
て
世
帯
を
意
識
し
た
情

報
が
詰
ま
っ
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
避
難
先
を
把
握
で
き
、
安
否

確
認
に
つ
な
が
る
緊
急
時
避
難
予
定

先
カ
ー
ド
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

市市　
倉
敷
市
版
「
も
も
た
ろ
う
の

防
災
」
に
盛
り
込
む

　

倉
敷
市
版
「
も
も
た
ろ
う
の
防
災
」

は
、
子
育
て
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、

非
常
持
ち
出
し
品
や
避
難
所
生
活
で

の
注
意
点
を
盛
り
込
む
予
定
。
ま
た
、

避
難
先
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入

す
る
携
帯
用
の
カ
ー
ド
を
載
せ
、
地

域
住
民
の
避
難
先
の
把
握
な
ど
に
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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地
震
発
生
時
の
学
校
園
の
緊
急

対
応
基
準
は

　

教
育
委
員
会
は
、
地
域
で
異
な
る

各
学
校
園
で
の
災
害
時
の
緊
急
対
応

に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
、
特
に
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
巨
大
地
震
発
生

に
備
え
た
緊
急
対
応
基
準
を
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
。
地
震
発
生
時
に
お

け
る
緊
急
対
応
の
現
在
の
状
況
は
。

市市　
震
度
を
基
に
し
た
緊
急
対
応

基
準
を
検
討
す
る

　

地
震
発
生
時
は
倉
敷
市
一
律
の
基

準
で
な
く
、
各
学
校
で
定
め
る
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
学
校
長
が

避
難
情
報
に
よ
り
臨
時
休
業
を
判
断

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、
関

係
部
署
と
連
携
し
、
市
の
学
校
園
全

体
を
対
象
と
す
る
震
度
に
基
づ
い
た

緊
急
対
応
基
準
を
検
討
す
る
。

３

復
興
・
防
災

質　問
９月定例会

スロープ付きの避難所機能付き共同住宅

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

守
屋
　
弘
志

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

無
所
属
ク
ラ
ブ

藤
原
　
薫
子

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭



県
に
河
川
の
河
道
掘
削
や
排
水

ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
の
要
望
を

　

県
が
管
理
す
る
里
見
川
で
は
土
砂

が
堆
積
し
、
地
元
か
ら
撤
去
を
求
め

る
声
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
海
水
の

逆
流
を
防
止
す
る
た
め
の
水
門
を
閉

じ
る
と
河
川
の
排
水
が
で
き
ず
、
住

宅
地
へ
浸
水
被
害
も
出
て
い
る
。
地

域
住
民
の
安
心
、
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
河
道
掘
削
や
排
水
ポ
ン
プ

の
設
置
な
ど
、
県
に
強
く
要
望
を
。

市市　
県
や
県
議
会
議
員
に
、
適
切

な
維
持
管
理
な
ど
を
要
望
し
て
い
る

　
県
や
県
議
会
議
員
に
対
し
、
河
道
掘

削
な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
、
最
下

流
部
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
、
河

川
整
備
計
画
の
策
定
や
見
直
し
を
要

望
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
て
要
望
を
行
う
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
高
齢
者
の

通
い
の
場
で
活
用
し
て
は

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
の
通

い
の
場
の
現
状
は
。
ま
た
、
感
染
防

止
の
留
意
点
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

す
れ
ば
、
通
い
の
場
に
掲
示
し
て
も

ら
う
こ
と
で
安
心
材
料
と
な
る
し
、

活
動
休
止
中
の
通

い
の
場
で
は
再
開

の
後
押
し
と
な
る
。

市
で
作
成
、
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

市市　
作
成
し
、
９
月
中
に
配
布
す
る

　

通
い
の
場
の
う
ち
、
市
が
助
成
し

て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
、
確

認
で
き
て
い
る
中
で
、
約
８
割
が
活

動
を
再
開
し
て
い
る
。
通
い
の
場
の

再
開
に
向
け
、
感
染
予
防
策
を
実
施

し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
も
作
成

し
、
９
月
中
に
配
布
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

健
康
く
ら
し
き
21
の
第
３
次
計
画

に
高
齢
者
施
策
の
記
載
を

　
市
の
健
康
増
進
計
画
で
あ
る
「
健
康

く
ら
し
き
21
」
の
第
３
次
計
画
に
は
、

今
後
を
見
据
え
て
現
計
画
に
は
な
い

フ
レ
イ
ル
対
策
や
認
知
症
予
防
な
ど
、

高
齢
者
施
策
の
記
載
が
必
須
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

市市　
介
護
予
防
、
フ
レ
イ
ル
対
策
、

認
知
症
予
防
な
ど
を
追
加
す
る

　

第
３
次
計
画
で
は
、
国
が
健
康
寿

命
延
伸
プ
ラ
ン
で
示
し
て
い
る
介
護

予
防
、
フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知
症
予

防
な
ど
、
高
齢
者
に
対
す
る
取
り
組

み
も
追
加
し
て
作
成
す
る
。

※
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン･･･

令
和
22
年
ま

で
に
、
健
康
寿
命
を
男
女
と
も
に
３
年
以
上

延
伸
し
、75
歳
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

国
が
作
成
し
た
プ
ラ
ン
。
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糖
尿
病
の
治
療
中
断
者
へ
受
診

の
勧
奨
を

　

糖
尿
病
の
未
受
診
者
と
治
療
中
断

者
は
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、

確
実
に
医
療
機
関
へ
つ
な
げ
る
必
要

が
あ
る
。
国
保
加
入
者
の
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
の
活
用
で
治
療
中
断
者
は
抽

出
で
き
る
が
、
受
診
勧
奨
の
現
状
は
。

市市　
９
月
中
に
治
療
中
断
者
へ
受

診
勧
奨
の
通
知
を
発
送
予
定

　

令
和
２
年
度
か
ら
国
保
加
入
者
の

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
糖
尿

病
の
治
療
中
断
者
へ
の
受
診
勧
奨
事

業
を
行
う
。
９
月
中
に
医
療
機
関
受

診
を
勧
奨
す
る
通
知
を
治
療
中
断
者

本
人
へ
発
送
で
き
る
よ
う
準
備
し
て

お
り
、
そ
の
後
も
、
電
話
や
訪
問
に

よ
る
受
診
勧
奨
、
保
健
指
導
を
行
い
、

重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

　

手
話
を
言
語
と
す
る
人
に
と
っ
て

手
話
は
命
で
あ
り
、
手
話
が
な
け
れ

ば
生
活
は
困
難
で
あ
る
が
、
日
常
の

中
で
、
手
話
で
の
意
思
疎
通
が
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
。
よ
り
多
く
の
人

が
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、
手
話
を

普
及
し
、
お
互
い
が
寄
り
添
え
る
社

会
と
な
る
よ
う
条

例
の
制
定
が
必
要

で
あ
る
。
県
内
で

既
に
11
市
町
が
制

定
し
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
は
。

市市　
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討

を
行
っ
て
い
る

　
市
は
、
手
話
通
訳
者
の
窓
口
配
置
や

派
遣
な
ど
の
支
援
の
ほ
か
、
手
話
通

訳
者
養
成
講
座
の
実
施
な
ど
に
よ
り

手
話
の
普
及
に
も
努
め
て
い
る
。
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

４

無
所
属
ク
ラ
ブ

赤
澤
　
幹
温

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

公
明
党
倉
敷
市
議
団

井
出
　
妙
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

未
来
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

健
康
・
福
祉



５

今
後
の
学
校
園
の
卒
業
式
、
入

学
式
の
在
り
方
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
卒
業
式
や
入
学
式
の
規
模
が
縮

小
さ
れ
た
が
、
厳
粛
に
行
わ
れ
、
ま

た
、
家
族
的
で
温
か
み
の
あ
る
式
で

も
あ
っ
た
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

今
後
も
新
し
い
生

活
様
式
を
取
り
入

れ
て
の
式
典
が
望

ま
し
い
と
思
う

が
、市
の
考
え
は
。

市市　
引
き
続
き
、
内
容
や
形
態
の

見
直
し
を
検
討
す
る

　

学
習
指
導
要
領
に
は
儀
式
的
行
事

の
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
新
し
い

生
活
様
式
を
取
り
入
れ
る
よ
う
学
校

行
事
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
式
典
の
在

り
方
も
含
め
て
、
引
き
続
き
、
内
容

や
形
態
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
現
状
と
認
識
は

　
平
成
30
年
９
月
議
会
で
、
小
・
中
学

校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
、

市
民
文
教
委
員
会
か
ら
は
設
置
の
要

望
が
出
さ
れ
た
が
、
現
状
は
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
す
る
中
、
特
別
教
室
の
環
境
整

備
が
今
こ
そ
必
要
と
考
え
る
が
、
特

別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必
要

性
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

市市　
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
と
考

え
、
現
在
、
設
計
を
進
め
て
い
る

　

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、

も
ち
ろ
ん
必
要
と
考
え
て
い
る
。
既

に
小
学
校
の
設
計
は
完
了
し
、
中
学

校
は
12
月
を
目
途
に
設
計
を
進
め
て

い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

学
校
給
食
調
理
場
整
備
の
基
本

方
針
案
作
成
の
経
緯
は

　

令
和
２
年
４
月
に
出
さ
れ
た
倉
敷

市
学
校
給
食
調
理
場
整
備
に
係
る
基

本
方
針
案
は
、
学
校
給
食
調
理
施
設

適
正
化
検
討
委
員
会
の
答
申
と
随
分

か
け
離
れ
て
い
る
。
方
針
案
作
成
ま

で
の
経
緯
を
知
り
た
い
が
、
議
事
録

や
起
案
文
書
は
残
し
て
い
る
の
か
。

市市　
内
部
協
議
の
議
事
録
や
起
案

文
書
は
作
成
し
て
い
な
い

　

検
討
段
階
の
資
料
の
作
成
は
不
要

と
考
え
て
い
る
。
基
本
方
針
案
を
作

成
し
た
際
の
内
部
協
議
の
議
事
録
は

作
成
し
て
お
ら
ず
、
起
案
文
書
も
な

い
。
基
本
方
針
案
は
、
４
月
と
５
月

の
市
民
文
教
委
員
会
で
協
議
、
了
承

し
て
も
ら
い
、
６
月
議
会
で
の
質
疑

も
踏
ま
え
、
７
月
に
正
式
決
定
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

公
立
幼
稚
園
に
も
昼
食
の
提
供
を

　

公
立
幼
稚
園
で
の
昼
食
提
供
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
市
の
方
針
に
は
、

今
後
は
長
時
間
の
教
育
、
保
育
が
基

本
と
な
る
た
め
、
必
要
な
保
護
者
へ
、

業
者
に
よ
る
昼
食
あ
っ
せ
ん
を
検
討

す
る
と
あ
る
。
現
在
の
検
討
状
況
は
。

市市　
提
供
の
在
り
方
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
検
討
す
る

　

預
か
り
保
育
実
施
園
の
拡
大
で
公

立
幼
稚
園
で
も
就
労
す
る
保
護
者
が

増
え
、
１
日
を
園
で
過
ご
す
園
児
も
増

え
て
い
る
こ
と
や
、
公
立
幼
稚
園
の

適
正
配
置
の
進
捗
状
況
、
昼
食
提
供

へ
の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
提
供
を
実

施
し
た
際
の
職
員
の
業
務
負
担
増
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
昼

食
提
供
の
在
り
方
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
引
き
続
き
検
討
す
る
。

市
内
の
観
光
需
要
を
ど
の
よ
う

に
回
復
さ
せ
る
の
か

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
生

活
様
式
を
踏
ま
え
、
安
心
し
て
倉
敷

へ
観
光
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
、
今

後
ど
の
よ
う
な
感
染
症
対
策
を
行
い
、

観
光
需
要
を
回
復
さ
せ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、「
倉
敷
み
ら
い
旅
」
第
２
弾
の

よ
う
な
も
の
が
必
要
で
は
。

市市　
安
全
、
安
心
の
水
準
を
高
め

た
上
で
、
観
光
客
誘
致
施
策
第
２
弾

の
検
討
を
始
め
た
い

　

感
染
予
防
対
策
の
取
り
組
み
を
行

う
事
業
者
に
取
組
宣
言
シ
ー
ト
を
配

布
す
る
な
ど
、
感
染
予
防
対
策
の
見

え
る
化
を
進
め
る
。
安
全
、
安
心
の

水
準
を
高
め
た
上
で
、
観
光
客
誘
致

施
策
「
ぼ
っ
け
ぇ
お
得
な
倉
敷
み
ら

い
旅
」
第
２
弾
の
検
討
を
始
め
た
い
。

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

無
所
属
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

難
波
　
朋
裕

子
ど
も
・
教
育

観
　
　
光



６６

水
島
臨
海
鉄
道
浦
田
駅
と
弥
生
駅

で
ト
イ
レ
の
設
置
、
使
用
再
開
を

　

浦
田
駅
は
、
学
生
の
利
用
が
増
え

る
な
ど
利
用
者
の
増
加
率
が
高
く
、

遠
く
か
ら
来
る
人
は
ト
イ
レ
に
困
る

と
聞
く
が
、設
置
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

弥
生
駅
は
、
使
用
中
止
と
な
っ
た
ト

イ
レ
の
使
用
再
開
を
望
む
声
が
あ
る

が
、
再
開
は
で
き
な
い
か
。

市市　
水
島
臨
海
鉄
道
や
地
域
、
警

察
な
ど
と
協
議
し
て
い
く

　

水
島
臨
海
鉄
道
で
ト
イ
レ
が
未
設

置
の
駅
は
５
つ
で
、
一
部
の
ト
イ
レ

は
過
去
に
度
々
壊
さ
れ
た
た
め
防
犯

上
の
理
由
な
ど
で
閉
鎖
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
、
施
設
を
管
理
す
る
水
島
臨
海

鉄
道
や
地
域
、
警
察
、
駅
周
辺
施
設

の
管
理
者
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

庁
舎
改
修
な
ど
の
際
、
ト
イ
レ
は

洗
浄
付
き
洋
式
便
座
に
統
一
を

　

本
庁
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
と
温
水

洗
浄
便
座
の
設
置
状
況
は
。
ま
た
、
各

施
設
で
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
改
修
や
新
築
の
際
、
洗

浄
付
き
洋
式
便
座
を
設
置
す
る
よ
う

仕
様
の
統
一
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

市市　
大
規
模
改
修
時
な
ど
に
温
水

洗
浄
便
座
の
導
入
を
検
討
す
る

　

本
庁
舎
の
ト
イ
レ
の
約
40
％
が
洋

式
で
、
う
ち
７
カ
所
に
温
水
洗
浄
便

座
を
設
置
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度

中
に
、
利
用
者
の

多
い
１
階
の
洋
式

ト
イ
レ
６
カ
所
を

温
水
洗
浄
便
座
に

改
修
予
定
。
今
後

も
、
庁
舎
の
大
規

模
改
修
時
な
ど
に
温
水
洗
浄
便
座
の

導
入
を
検
討
し
、
利
用
状
況
も
見
な

が
ら
既
存
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
る
。

押
印
を
省
略
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
業
務
の
省
力
化
を

　

国
は
現
在
、
押
印
廃
止
に
向
け

ル
ー
ル
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

市
が
策
定
中
の
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
０
案
に
行
政
手
続
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
加
え
、
押
印
の
省
略
を

実
現
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業

務
の
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

市市　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
な

ど
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
検
討
す
る

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
の
見

直
し
は
、
業
務
そ
の
も
の
の
見
直
し

や
効
率
化
が
図
ら
れ
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
的
、
効
果
的
な
提
供
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
資
す
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
国
か
ら
示
さ

れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
な
ど
を

踏
ま
え
、
見
直
し
を
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

図
書
館
業
務
は
公
が
持
つ
べ
き

と
の
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
か

　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
案

で
、
民
間
活
力
の
導
入
を
視
野
に
図
書

館
運
営
の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
あ

る
が
、
平
成
18
年
の
文
教
委
員
会
で
、

細
部
に
わ
た
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
事
業
の
継
続
性
、
高
度
な
専
門

知
識
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
必
要

と
さ
れ
る
図
書
館

業
務
は
公
が
持
つ

べ
き
と
の
認
識
を

教
育
委
員
会
は
示

し
て
い
る
。
そ
の

認
識
が
最
終
的
な

結
論
で
は
な
い
の

か
。

市市　
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
今
後

の
運
営
方
針
を
検
討
し
た
い

　
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
民

間
活
力
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
、
令

和
４
年
度
末
ま
で
に

今
後
の
運
営
方
針
を

検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

く
ら
し
き
希
望
の
会

日
向
　
　
豊

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

施
設
整
備

トイレの設置が望まれる
水島臨海鉄道の浦田駅

行
財
政
改
革



● 市長提出議案など（予算案４件、条例案６件、事件案１０件、人事案２件、決算１１件、報告２件のうち賛否の分かれたものを掲載）

議案等審議状況 (　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　無ー無所属クラブ　公－公明党倉敷市議団
新－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　希－くらしき希望の会

７

件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第６号）
　新型コロナウイルス感染症対策として、新しい生活様式に対応した観光客受入環境の充実に取り組む宿泊
事業者を支援する安心して過ごせる観光地づくり推進事業費、感染拡大に備えた保健師の追加配置や感染症
患者移送用自動車を購入する経費など、また、自治体ＳＤＧｓモデル事業として、高梁川流域圏域で、地域
の課題解決に取り組む人材の育成などを行う経費やオープンデータを活用して住民自らが身近な地域の防災
マップを作成できるシステムを整備する経費など、さらに、真備地区の復興関連経費として避難経路等確保
事業費、緊急自然災害防止対策として河川、水路、排水機場、ため池の改修などを行う経費や７月の大雨で
被害を受けた公園などの復旧に要する経費など、約６０億６，０００万円を計上。

（×のところは、公立認定こども園調理業務委託事業費、東陽中学校調理業務委託事業費および真備学校給
食共同調理場調理業務委託事業費について、民間委託せず、直営にすべきとして反対。また、マイナンバーカー
ド普及促進と一体化した証明書コンビニ交付事業費について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

令和元年度倉敷市一般会計歳入歳出決算の認定について
　（×のところは、倉敷中央学校給食共同調理場に係る共同調理場管理費および共同調理場建設費、倉敷駅
付近連続立体交差事業費について反対。）

認定 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

消費税率５％以下への引き下げを求める意見書の提出について　
　令和元年の消費税増税以降、日本経済は低迷し、さらに、新型コロナウイルス感染症の影響が追い打ちをかけている。
極度の景気悪化の中、消費税を減税することにより、新型コロナの終息後も生活必需品などの税負担が軽減され、国民
の購買力を高める景気策となる。税金の集め方、使い方の見直しで財源は確保できる。住民の暮らし、地域経済、地方
自治体に深刻な打撃を与える消費税を５％以下へ引き下げることを強く求める。（×のところは、消費税は社会保障制
度の充実を図るための財源であるなどの理由から税率の引き下げを求める意見書を国に提出することに反対。）

不採択 × × × × × 〇 ×

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を図るための２０２１年度政府予算に係る
意見書の提出について　（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を図るための２０２１年度政府予算に係る
意見書の提出について
　学校現場では、新学習指導要領への対応だけでなく、貧困、いじめ、不登校など解決すべき課題が山積し
ており、教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況である。子どもたちの豊かな学びや
学校の働き方改革を実現するためには、加配措置ではなく抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数改善が
不可欠である。こうした観点から、２０２１年度政府予算編成において、計画的な教職員定数改善を推進す
ること、教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復
元することが実現されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意
見書の提出について
　新型コロナウイルス感染症は地域経済にも大きな影響を及ぼし、地方税、地方交付税など一般財源の激減
が避けがたくなっている。地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災、減災、雇用の確保など喫緊の
財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られており、地方財政が巨額の財政不足を生じ、
これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される。よって、国においては、令和 3 年度地方財政対策およ
び地方税制改正に向け、地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額の確保な
どが確実に実現されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会　派　構　成
くらしき
創生クラブ

荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
難波　朋裕
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志
原　　　勲

【          】 【          】無所属
クラブ

赤澤　幹温
秋田　安幸
塩津　　学
時尾　博幸
原田　龍五
藤原　薫子

【          】公明党
倉敷市議団

井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
新垣　敦子
森分　敏明
薮田　尊典

【          】くらしき
希望の会

中島　光浩
日向　　豊
矢野　秀典

末田　正彦
田口　明子
田辺　昭夫
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】日本共産党
倉敷市議会

議員団
未来クラブ

※
議長のため
採決に加わらず

大橋　　賢
小郷ひな子
片山　貴光
中西　公仁
平井　弘明

藤井　昭佐
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄
斎藤武次郎

【          】 新政クラブ

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
浜口　祐次
松成　康昭

【          】

※
議決日（9 月 30 日）
欠席



※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される
　議会運営委員会で決まります。

市議会からのお知らせ
倉敷市議会 第４回定例会日程 ( 予定 )

月 日 ( 曜日 ) 会議日程
11  25 ( 水 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
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1 ( 火 ) ～ 3 ( 木 ) 本会議：質問

  4 ( 金 ) 本会議：質問
委員会：予算

  7 ( 月 ) 委員会（予算分科会）：保健福祉 ･ 環境水道
  8 ( 火 ) 委員会（予算分科会）：市民文教 ･ 文化産業
  9 ( 水 ) 委員会（予算分科会）：総務 ･ 建設消防
11 ( 金 ) 委員会：予算
15 ( 火 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

８

（単位：百万円）

令和元年度 決算
　令和元年度決算を令和２年９月１７日・２３日・２５日の３日間にわたる決算特別委員会で審査し、９月３０日の本
会議において要望を付して認定しました。主な決算内容、要望は以下のとおりです。

区　　分 収　入 支　出 次年度への繰越 実質収支

一般会計（市が行う仕事の中心となる会計） ２１３，４９５ ２０４，９５２ １，１７２ ７，３７１

特別会計（特定の収入を特定の支出に充てる会計）
　国民健康保険・住宅新築資金等貸付・介護保険
　母子父子寡婦福祉資金貸付・後期高齢者医療

９８，６６６ ９８，６９０ ０ △２４

財産区会計（市から独立して、所有する財産の管理や処
　分ができる特別地方公共団体の会計）

８９ ４８ ０ ４１

企業会計（独立採算の会計）
　下水道・水道・市民病院・
　モーターボート競走

収益的収支 ８０，１３３ ７２，４９０

資本的収支 １４，４３９ ２５，１９６

※百万円単位のため、金額の調整をしています。
● 決算特別委員会からの要望

〔全会計〕
＊　甚大な被害を受けた真備地区においては、被災者が一刻も早く安心した生活を取り戻せるよう、真備地区復興計画を着実に推進して
　　いくとともに、他地区においても、市民の生命・財産を守る防災・減災対策を中心とする公共事業の確実な遂行に努められたい。
＊　各種未収金の収納について、努力を続けられているが、引き続き、財源の確保および負担の公平性の見地から、確実な収納に努めら
　　れたい。

〔一般会計〕
＊　県営工事負担金に係る本市への負担金について、廃止するよう県に強く要望されたい。
＊　国・県補助の確保に積極的に努めるとともに、事業の計画・推進に当たっては、限られた財源を効率的に活用されたい。
＊　県の医療費公費負担補助事業の補助率は、全国の中核市で最低の補助率であり、県内他市と同じ水準の１／２へ戻すよう、県に強く
　　要望されたい。

〔特別会計〕
（国民健康保険）
＊　国民健康保険の安定的な事業運営に向けて、県内他市とも連携を図り、国および県に対し財政措置の拡充を求めるなど、必要な財源
　　確保に努められたい。
＊　国保特定健診について、さまざまな対策の実施により受診率は向上しているが、その趣旨が一層理解されるよう周知に努め、さらな
      る受診率の向上に向け、引き続き努力されたい。

（住宅新築資金等貸付）
＊　制度上生じている起債利息と貸付利息との差額の解消が図られるよう、引き続き、国に対し強く申し入れされたい。

（介護保険）
＊　減免制度および調整交付金について、地方の実態を反映した介護保険制度の見直しを、国に対し申し入れされたい。
＊　地域密着型特別養護老人ホームなどの施設の整備や支援の充実など、必要なサービスを必要な時に受けられる体制の整備をすすめ、
　　待機者が解消されるよう、関係機関に強く申し入れされたい。

（後期高齢者医療）
＊　後期高齢者医療制度の円滑な運営を図るため、保険料の上昇を抑制する措置を継続するとともに、国の責任において十分な財政措置
　　を講じることを申し入れされたい。

【委員会（予算委員会を除く）】　定員５人
　委員会開会の１５分前までに議会事務局受付で傍聴受付票に
住所・氏名をご記入ください。希望者多数の場合は抽選になり
ます。

＊市議会に傍聴に来られる皆様へ＊

【本会議・予算委員会】　定員２４人（先着順）
　低層棟４階傍聴席入り口で傍聴券に住所・氏名を記入して
ご入場ください。車いすスペースもございます。団体でお越
しの場合は、３階の議会事務局受付で団体手続が可能です。
※定例会は年４回開催されます。臨時会が開催されることもあります。

● 会計別決算

※新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴席の一部の使用
　を制限し、間隔を空けて着席をお願いしています。
※傍聴の際は必ずマスクをご着用ください。


